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1. 両側性に発生した縦隔神経性腫蕩の一例
君塚五郎，嶋田晃一郎，香月秀雄(千大・肺 l臨)
林 豊，小形岳三郎(同・病理)
症例 13才女性，縦隔両側性に発生した神経鞘腫で，
両側腫癌摘出術を施行。術直後より I安蝋反射消失があ
り，術後 9日目消化管出血により失った。死後剖検に
て，迷走神経起原と考えられた。腫癖は全く腫虜細胞に
よっておきかわっていることから，術前認められた咳耽
反射などは，高位よりの分枝あるいは左右の交通枝によ
ると考えられる。本症例のように両側腫療であっても，
術後管理など困難な問題はあるが，外科的適応と考えら
れる。 
2. 限局型 MalignantMesotheliomα の一例
佐藤展将，鎗田	 努(千大・肺 l臨)
林 豊(同・病理)
われわれは右胸壁胸膜発生の限局型悪性中皮腫を経験
した。 46才男性，主訴は熱発と異常陰影であった。摘出
した腫癌は大きさ 10X12X5 cmで凹凸不整分葉を成し
弾性軟割面は黄白色一様で一部に出血巣を伴ない，その
組織像は多彩で管腔様構造を成す所や線維肉腫を思わせ
る所もあった。胸膜をはう性質がない点から限局型悪性
中皮腫と考えられた。 
3. 	 中葉症候群を呈した肺胞上皮癌の一例
木村秀樹，半沢 偶，岡本達也(千大・肺 l臨)
症例は 49才女性，主婦。昭和 47年 8月，咳倣H客疾が
出現し，諸検査により，中葉症候群を示す肺膿療と診断
された。当施設では過去 5年間に， 5例の肺胞上皮癌を
経験しているが，中葉症候群を呈したのは本例のみで，
術前診断困難の理由を検討し，細胞診的検索の重要性を
指摘した。 
4. 最近経験した硬化性血管腫の三症例
大岩孝司，岡本達也，鎗田努(千大・肺 l臨)
林 豊(同・病理)
われわれは今回硬化性血管腫三症例を経験したので報
告した。症例は三例とも女性であり胸部レ線では境界鮮
明，濃度一様の腫癌影を呈していた。病理組織学的には
乳頭状の結合織性の組織が多数集合して存し，その表層
を類円形の細胞が覆っており，気腔内への出血， foam 
cellの集積があり Liebow らのいう硬化性血管腫に特
有の組織像を有している。これら三例の組織像より病因
論を云々することは甚だ困難だが，われわれは一応非腫
湯性病変と考えた。しかし今後さらに電顕，組織化学な
ど病理組織学的検索が必要であります。 
5. 外傷性気管断裂の二例
和田源司(千大・肺 l臨)
千葉労災病院外科で経験した交通事故による気管断裂
例を中心に気管気管支再建術について，適応，術式，術
中術後管理について考察を加えた。第 l例は端々吻合術
を施行し，幸いにも普通生活にもどれた。第 2例も最終
的には形成術を考えているが，両例とも幼児であり術式
選択など未解決の点が多々残っている。 
6. 	 曙血を主症状とした原発性肺高血圧症の 1例
木村敬二郎(千大・肺 2臨)
患者は 25才の男性で， 2年前より労作時呼吸困難が
あった。胸部X線写真，心電図で、強い右室肥大が推定さ
れ右心カテーテルを施行した。肺動脈，右室圧は吸縮期 
100 mmHg以上であり， ~;契入圧が低く，肺水動脈抵抗
は著しく高かった。患者は， しだいに呼吸困難が強くな
り， I鴨血を繰り返して死亡した。略血は頻度の少い臨床
症状であり，欧米例では 10%，本邦例でも 29%を示す
にすぎない。病理診断で原発性肺高血圧症であることが
確認され，右即lif乙強い出血巣がみられた。
